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泰 の学生時代

多の大牽生 の年令 に渦巻する嵐の蛍 生藤代 故/蒐廟 /g葦.(葛藤 旧制高巌

2軽生 )か ら開府 よ之卑 (旧制大 車中新 生 )の闇に過 ぎた℡威 牢か ら艶後 へ

史 上 に頻 のない感激 な盤金 革命 の満車に .学生の身上 たる単象 ヒ思索 の嵐 を

失いが 考であっ左私盤 の年式 に とっこ′番い出 は毅 彦 し､がその ことご とくが

お轟 にも走 らぬひ どい甑で/あ くのところ牽藤する .敵 えば､私盤 の年代 は.

小 学康JX乗 .蛍剰漣 入賦剰象 の孜衆 に塵亀 しっさけできr=ため に.社会穐恵

過渡節 の動贋 がそのま ゝ 心 運動 こ克中途 吐出 だゼ厳 盈 しきれない本家虚 空と

なって.令達 C)多 くの内面 に鹿 畝っいたの ゼあ,6b_申告 ヒ高森 の受廉廉 に

は′再度 入魂L方法の政教が あっ 七枚聾 や盈史 か武藤 親 日か らタトされ ′ 国史 の

腰菜 などはいっ=L慮州 藤木 の鼠車ゼ粛 閉 られ て , いっ こ 封こ研磨殖財 がや っ

て こなか ったや患東 亡は私渡 の素早 に薬歴 の外人#衛が澄叔 ヒ恵 () ′ そ の成

りに鮭肇から配鷹狩歌が増 配 されて′原審激 線 を温 じで蘭妹 主 義 がたたきご

よれた ｡南無 皇云お きず嵐 -催 せ轟牽する摩 線の零 蜂に灯 して ′われわれの

リべ き リズムは全 く泉 源でさな か ク1=が .葛 藤蛍鹿 の人賂息 どは全 く鮮嵐 さ

れ たq)印度 ゼあゥ た｡しか し弧に し叔ついた ミリダI)ズムへの億恩 は′今 も

なお森って消える ことはない ｡薮草木廟 には学生の車に竜神が か ()が像 h九

1=しノ観象 吐乳各斗 夢蹄友軍放撞着 斗何 人か1､たQ又 珂-人物 どもその両方

を演 じた着 電 盛る こと皇知 らている, しか しそれ ら紅炎少 し＼努虜 で惑って /

太多教 の寮生 は中途_牡Lぱ な筑舟 で常 に儀象 してい た ,

終磯 薪象 の大盤生藩 と云 えばL, とろてい鹿足 を菊鹿 すら貫 け る こ とが 出釆

な(＼ポ感 だ や を h 賭灘 ′9年 /o 符他塵 資料-(=人草 するとま もな (,空慶 督

薮 の鳴る日と哉義 のあa田ヒどちらが多いか といろ日々を宏かえた,顔最 中

に敵座乗顔 する埠土産教贋 頭 丁重上 にか ナあが L)寛遠 慮 ビ 862.9の鹿麻 を遭

う｡やがてそのらちl=尊 顔 ととLtこ地下室 へかけ確 りる冴癖 と恵 ().教 ケ項

顔 に敗者野乗 の鹿舟 に教 室 ご と威 喝 する君 田 となJ,左 b 親行 の不 貞由 iは終

威顔 しば ら くの麟っグし＼ためで ′ 迫廉 め轟塵 は思 うにまかせず J辛 うじて 鹿

野環と化しT=東東 市藤 池 を塾療 して,武蔵野台鹿 の敏也碑衝 を観 察 Lをくら
い のもの であ る｡終厳 の年 のf射 こ教務 太覇 か ら轟大観盈単数盤 に節 免命令

が 霧 (),百五 の息巻地形 を敢地上 蔭の可 乾 性 の夫ノ吊こよ ってh濁 せよ というラ
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その 比重に草生 :Lか )出 とれ たが刻々に被 災者 鋸 ＼え る し.泉肇 か ら慮 t)管

底を賂莱 した ').東大 に藤 した教対 審 r=＼けが勧 かっf={)して いる ら容に / こ
の大師愛量っ (＼(=乗 込ダ /こ敬 は濠 ?トや雛 型厳密を娩 下 して .塵凍 な這ぬジ-
プゼ上蔭 しで きた o贈舟 a D卑 /o 宵大 内鬼 生 の嘉 島凌 ,櫛薪各 級か-ノ強姦 は

L:めtの地礎 資粛変_の毅彦 ビ あ ヮ左.覇卑 //符栗 田の私 の日鼠 には ころ番 い

てあ る ･- 甘地谷 と銀 蜜 蜂酎終 主義の るっ鑑二束 痕 と宮奴 は郵薮主義 のは き

だめ o 碑治癒鰍 の鬼衆 を患 わせ る故廟 の吐姫 ｡
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醸 車か ら破顔 宜 か ナて直 ごしそ 寮監 生海 底 /座 主頭 に巌 デ - 卜Jレか ら互 い

甘､いヨレヨ L,のス フ歳 費生晩が 身 (=ま とえf=温度 で .衣 厳足 らぬよ しの不慮
の多 (＼ものを フた ,それ で電灯 が と思い出 す去iに府 中か左度外 になれ る県

鼠U)-ク は . 当藤 里わ めて珍 しか っt=4･子孝 生が一一人間私 生 にい r:こ とだ 9

終激象 ノ単 軌 の密他によりて 傍系 か L;の入唐 を許す康 (=な ()_や っ とちL;ほ

ら女 子草生 の港 が東 大の庫 和 こ立見 LB九 る鹿 にな っ71-この頃 の ことゼ ある .

その蘇 少 な4 本乾生が′摩 かな教 の同級 生 の一人 にいたのだ■から′太いと鹿

隼 とす べ 皇王 あったのだ､か /灯 しろ質す 別尊 のたこまえ ゼこちこち の巌 萄 左

受 けて来 て いたので ′孤 を並 べ て草ん f-It豊 の.大 して碑 姦 し合 うこともなく

温 して しま った ｡

この人 をT女史 ヒ して£ こうQT-+更 は女親虜確 で東 野上 手の清浄な′ 中

盤 なが らなか なかチ ャ -三 ンブ 女人右 っt=ので.教 卓 の中 でいつ立ス ダー酪

存鹿 であ ()ノア ドマイアラー老少 か ら才 いた承 ゼ .刻 ってT一女史 に とって庄

司鋭敏 な ど馴 鹿中に なか った のどろ ろ プ この所帯才 色廉 廉 の末文 は.奉黄 泉

都 立大社 泰 阜 の御 着lt-な (),二年 をため匠‖こ極 めて内科 直 と鮭倦･L,,今では

二見 の轟鹿 であ る . 併 しノ面白 い 弘のゼ登塵終尤′の つきあ い は鬼 か った竜の

の-皐 に- 産額 くクラス各 の帝 Jこぼノ 必ず出席 する 常連 ゼ あ() . しかも /2

簿温ぎ の二次 各 ′三次 各 の最 後 孟夏っ さあ ゥて くれ るのゼ着る , 一人の アラ

A ナのいるお蔭ぞ′私産 のクラズ盆 ぎけが､ノ暴 こktこ液 をそ えこ鹿 茸塩鮭 じ､

で あ る ｡

単鑑のころ ′ -人 の女子草 生 の麻衣 が ノ 私産 男ネ 資産 の彪 尊 の静豪 にな o

たかど らか の点 ゼは′ たまたま藤塵の鈍 い欝 の廉 ま ()ど粛 っ色魔 な のれ 田

に見えた姉廉 が あっ走 巌 ヒ斗思 えな い 9 それ塩 基ば'いなかっf=竜同感 か と奮

う とそらも云 え a-L､, しっかりした人ゼ.交 際毅 躍電束 か った か ら′厳 重肉
1sごt

･7)毅かが ナイ トに なる必磨音なか ったが .教塵 内のア トモ ズ ク ィ アに和 み え


